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「自分の未来を切り拓け！」

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。いよいよ令和６年がはじまりま

した。保護者の皆様、そして、子ども達にとってすばらしい年になりますよう祈念申し上げます。

表題に書いたものは、３学期始業式で生徒の皆さんに伝えた内容です。

年の始めから大きな自然災害や事故が相次ぎました。元旦に発生した令和６年能登半島地震では多く

の人が亡くなり、今でも潰された家屋の中に閉じ込められている人が数多く残されています。

私たちは、このことをテレビや新聞、SNSで知って、人として何が求められているのでしょうか？

もちろん、人命救助、そして、復旧までのボランティア活動が必要だと分りますし、現地に行くことが

できなければ、少しでも役に立ってもらえるように募金活動など考えられるものは全て考えていかなけ

ればならないと思います。

私は、皆さんにぜひ身につけてほしいと思う考え方は、「自分事として考える」ということです。
「被災した方々の気持ち」や「何で困っているのか」など考えることが大切です。

このような「自分事として考える」をキーワードにして、身近な人たちとの関係の中でや、世界で起

こっていることなどをこれから考えていくと、とても思慮深い人になり、魅力的な人になっていくんじ

ゃないかと思います。。。。

日本赤十字社福島県支部では、毎年、「子ども達が実践して

いること、思っていること」を１００文字で表現した作品を

募集しています。東北中学校では、国語科の指導の下、多く

の生徒が応募し、受賞しました。これから紹介していきます。
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元旦の太陽に照らされた校舎


